
各候補地の概略調査結果（総括表） 第６回首都圏第３空港調査検討会（２００１．７．３１） 資料

※本表に記載されている数値は、いくつかの仮定の下に試算された暫定値である。

滑走路１本 滑走路４本

羽田容量
制約あり

1,600 1,800 1,700 1,500 1,100 1,000 1,100 1,000
羽田の容量制約27.5万回を
前提とした、2025年時点にお
ける試算値

羽田容量
制約なし

8,900 1,300 1,400 1,000 1,000 600 500 600 500
羽田の容量制約がない場合
の、2025年時点における試
算値

2,700円 1,900円 1,900円 3,400円 3,200円 3,600円 4,000円 6,300円 6,300円 6,400円
運賃・料金に、時間価値
3,700円/ｈを加算した額

（35分） （20分） （20分） （45分） （35分） （44分） （48分） （69分） （69分） （60分） 　（　　）は所要時間

2,100円 5,500円 5,500円 4,200円 6,700円 6,100円 10,300円 10,600円 8,500円 8,400円
通行料金，燃料費に、時間
価値3,700円/ｈを加算した額

（19分） （17分） （17分） （25分） （31分） （38分） （55分） （56分） （65分） （67分） 　（　　）は所要時間

現行と同程度
羽田の飛行経
路との分離が
困難

羽田の飛行経
路との分離が
困難

羽田の飛行経
路との分離が
困難

羽田の飛行経
路と低高度で
競合するた
め、候補地空
港近辺で低高
度の高度制限
が必要

羽田の現状の
経路の確保の
ため、羽田の
飛行経路に新
たな高度制限
の付加が必要

羽田の現状の
経路の確保の
ため、羽田の
飛行経路に新
たな高度制限
の付加が必要

羽田の現状の
経路の確保の
ため、羽田の
飛行経路に新
たな高度制限
の付加が必要

羽田の現状に
対する大きな
影響は無い

成田の現状に
対する大きな
影響は無い

横田空域の使
用は、現行と同
程度

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

横田空域内に
飛行経路を設
定する必要が
ある

無

0 0 0 4 0 0 0 0 0 0

・ＩＬＳ進入 両側 両側 両側 片側のみ 両側 両側 両側 両側 両側 両側

・ウインドカバ
レッジ

２０ｋｔ以下 99.9% 97.7% 97.7% 95.3% 97.2% 98.3% 99.1% 99.1% 98.1% 99.3%
近隣の気象観測点データに
より算出（測定期間：９８年１
月～１２月の１年間）

注２

埋立，桟橋，
浮体

地形・地質 ・海底地質
海底表層

地質
軟弱シルト層 軟弱シルト層 軟弱シルト層 軟弱シルト層 軟弱シルト層 シルト層 砂　層 砂　層 砂　層 砂　層

既存の資料から設定したも
のであり、詳細な検討には現
地ボーリング調査が必要

水深 ―１８ｍ ―１６ｍ ―１６ｍ ―２９ｍ ―２４ｍ ―１８ｍ ―１２ｍ ―１３ｍ ―５０ｍ ―１７ｍ
既存の資料から設定したも
のであり、詳細な検討には現
地調査が必要

８～１２年 １０～１３年 １８～２１年 １３～１６年 １１～１４年 ９～１２年 ８～１１年 ８～１１年 １０～１３年 ９～１２年
・アクセス整備は含まない
・上物整備を含む

約３年 約３年 約３年 約３年 約３年 約３年 約３年 約３年 約３年 約３年
事業主体設立の場合は、さら
に期間が必要

構造形式によ
り、詳細な検討
が必要

防食等のメン
テナンスが必
要

他の埋立と同
様

無 無 無 ３ｋｍ ４ｋｍ ３ｋｍ １９ｋｍ ２１ｋｍ ５ｋｍ ２６ｋｍ

共同漁業 無 無 無 無 近接 無 有 近接 近接 近接

区画，定置
漁業

無 無 無 無 近接 無 有 近接 近接 無

・移転対象民家の有無 無 無 無 有 無 無 無 無 無 無
対象民家数が最少になるよ
うに飛行経路を想定

浅場等
干潟（三枚洲、
三番瀬）有り

干潟（三枚洲、
三番瀬）有り

干潟・自然の
砂浜等無し

干潟（盤洲）有
り

浅場（中ノ瀬）
有り

自然の砂浜
（富津岬）等

自然の砂浜
（富津岬・上総

湊）等

自然の砂浜
（三浦海岸）等

自然の砂浜
（九十九里浜）

等

無 無 無 無 無 無
国定公園に

近接
国定公園に

近接
無 無

内湾滞留域 内湾滞留域 内湾滞留域 内湾滞留域 内湾滞留域 内湾滞留域 湾口交流域 湾口交流域 外湾域 外洋域

無 無 無 無 有 有 有 有 有 有

河川有 無 無
海底埋設物有
（パイプライン）

無 無 無 無 無 無

相当程度影響
有り

無 影響有り
相当程度影響
有り

影響有り 無 無 無 無 無

影響大 影響中 影響中 影響大 影響中 影響中 影響小 影響小 影響小 影響小

（注１）東京湾奥（４本）についても、羽田との併存を前提として検討を行った。

（注２）羽田再拡張の構造形式は、引き続き検討する。

12～16千億円 14～16千億円14～18千億円

飛
行
経
路
と
空
域

・障害物件の数量（物件
数）

17～21千億円 20～27千億円13～18千億円 13～18千億円

東京湾奥
注１

運
航
の
安
定
性

低視程時の運航

・需要試算値
（万人／年）

羽田再拡張
具体的に比較評価のた

めに算定する指標

・羽田、成田の離着陸機に
係る飛行経路に与える影
響
・候補地に係る飛行経路
の制約

既存飛行経路
への影響

九十九里沖 備　　考川崎沖 中ノ瀬 富津北 富津南 金田湾木更津沖

運
用

（
運
航
の
安
全
性
・
安
定
性

）

風向・風速

建
設

（
建
設
費
用

）

評 価 項 目

横田空域との関係

障害物件

利
用

（
需
要
の
大
小

）

漁業権

需　　要

維持管理費・償却費

他
活
動
へ
の
影
響

環
境

（
環
境
の
保
全

）

海上交通への影響

社
会
環
境

土地の規制等
（アクセス関係）

水域の規制等

港湾機能への影響

自然環境の現状

航空機騒音
（騒音コンターと民家）

用
地

（
水
面

）
取
得

民有地（アクセス関
係）

建
設
事
業
費

工期・工程

空港建設事業費

（アクセス建設事業
費を含む）

構造形式

・影響を受ける可能性のあ
る河川の有無
・海底埋設物の有無

・影響程度の大中小

・許可漁業または自由漁
業

・自然公園等開発規制の
有無

・港湾諸機能への影響

周辺海岸地形

保全区域等の有無

潮流の現況

候補地周辺の既存の土質
データを用いた概略の検討
であり、詳細な検討には現地
ボーリング調査が必要

いずれの候補地も空港位置またはその周辺で活動有り

・平均水深等

・環境アセス等手続期間

・河川道路等を除く用地距
離

・概略工期

・漁業権漁業

空港島本体のメンテナンスは基本的には不要だが、不等沈下への対策が必要となる可能性有り

16～19千億円

埋立 埋立

鉄道
・東京駅からの一般化費

用

道路
・箱崎ＪＣＴからの一般化

費用

・概略事業費（試算値） 17～22千億円 36～47千億円

埋立
浮体＋防波

堤
埋立

アクセス
(一般化費用)

埋立 埋立 埋立 埋立

別添２－１


